第　１学年　学級経営案
	１.学校教育目標


	２．めざす児童像
	

	〇

	〇自分の思いや考えを持ち、伝え合うことができる子ども
〇自分の思いや考えを自信を持って表現できる子ども
〇めあてに向かって、最後まで取り組む子ども
	

	３．教育目標の実現に向けた重点目標

	主体的に課題解決を図る子どもの育成
	主体的に自分の考えを発信する子どもの育成

	４．学級・学年.児童の実態
	

	【課題解決力】
〇最後まで集中して話をきけない。
〇苦手なことに「無理」と発し、あきらめてしまう。


	【発信力】
○大きな声であいさつや返事ができる。
〇音読の声も大きい。
〇朝の会や帰りの会で自分のことを振り返って発表する場面では、指名されても自分の言葉で言えないときがある

	３.学級目標
	

	きらり
～自分らしく【きらり】と、かがやこう～

	４.学級目標の実現に向けた具体的取組

	【課題解決力向上に向けて】
○話す・聞く・書くときのルール、姿勢、学習道具の準備・片付け方など、その都度声掛けをし、学習規律を定着させる。
○算数を中心に、ペアで行う子どもたち主体の課題解決学習を実践する。
○声を出したり、体を動かしたりする活動を授業に取り入れ、飽きない工夫をする。
○具体物の操作活動を取り入れた授業を意識する。
○めあてや課題に最後まで取り組ませ、やり直しまできちんとさせる。
【発信力に向けて】
○国語の授業はじめに、音読活動を位置づける。
○朝の会の「おはなしタイム」や、帰りの会の「きらりみつけ」では、ペアで伝え合う場を設け、自信をもたせる。

○毎日の宿題に「きょうあのね」を位置づける。





地域に根ざし、豊かに学び、思いを表現する城原っ子の育成


～発信力～


～課題解決力・発信力の向上～
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